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本 論 文 を ， 日 本 脳 神 経 血 管 内 治 療 学 会  機 関 誌 J N E T  

J o u r n a l  o f  N e u r o e n d o v a s c u l a r  T h e r a p y に 投 稿 す る に あ

た り ， 筆 頭 著 者 ， 共 著 者 に よ っ て ， 国 内 外 の 他 雑 誌 に 掲

載 な し 投 稿 さ れ て い な い こ と を 誓 約 い た し ま す ．  

 



 1

和 文 要 旨  

目 的 ： 当 施 設 の 脳 卒 中 診 療 に お け る 医 療 関 係 者 間 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン ア プ リ の 活 用 実 態 を 明 ら か に す る ．  

方 法 ： 脳 卒 中 チ ー ム 内 の 迅 速 な 情 報 共 有 を 目 的 と し て 導

入 し た J o i n （ ア ル ム 社 ） の 1 年 間 の 活 用 状 況 ， 特 に 血 栓

回 収 例 の 搬 入 — 穿 刺 時 間 短 縮 へ の 効 用 に つ い て 分 析 し ，

さ ら に 病 病 連 携 へ の 応 用 に つ い て 報 告 す る ．  

結 果 ： J o i n 利 用 件 数 は 計 3 3 7 件 で ， 連 絡 の 内 訳 は ， 急 性

期 脳 梗 塞 2 3 % （ 7 6 件 ）， 頭 部 外 傷 1 4 % ， 脳 出 血 1 2 % ， 他 の

脳 梗 塞 1 0 % ， S A H  8 % ， そ の 他 3 4 % で あ っ た ． 急 性 期 脳 梗

塞 の 4 2 % で は 来 院 前 に J o i n で 情 報 が 周 知 さ れ ， 血 栓 回 収

術 施 行 3 1 例 の 来 院 か ら 動 脈 穿 刺 ま で の 時 間 の 中 央 値

は ， 直 接 来 院 例 の 来 院 前 周 知 あ り 群 / な し 群 で そ れ ぞ れ

7 7 . 5 分 / 8 7 分 ， 他 院 か ら 転 送 例 の 来 院 前 周 知 あ り 群 / な

し 群 で 1 9 分 / 7 1 分 で あ り 、 J o i n で の 来 院 前 周 知 は 時 間

短 縮 に 有 用 で あ っ た ． 病 院 間 連 携 で は ， 連 携 先 施 設 の

J o i n 導 入 の 費 用 を 軽 く し ， 当 院 を ハ ブ 施 設 と す る 脳 卒 中

患 者 対 応 の 連 携 協 定 を 3 初 療 施 設 と の 間 に 結 ん だ ．  

結 論 ： 当 院 で は J o i n は 脳 卒 中 診 療 の 現 場 で 積 極 的 に 活

用 さ れ て お り ， 今 後 は 初 療 施 設 と の 病 病 連 携 へ の 活 用 も

強 化 す る 予 定 で あ る ．  
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緒 言  

本 邦 で は ， 脳 卒 中 診 療 現 場 へ の ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ

レ ッ ト を 利 用 す る 医 療 関 係 者 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ア プ

リ の 導 入 が 進 み つ つ あ る が ， そ の 活 用 実 態 に 関 す る 報 告

は 少 な い ．  

J o i n （ ア ル ム ， 東 京 ） は ， 関 連 省 庁 の 提 唱 す る ガ イ ド

ラ イ ン に 準 拠 し て セ キ ュ リ テ ィ を 担 保 し ， 汎 用 画 像 診 断

装 置 用 プ ロ グ ラ ム と し て 薬 事 認 可 さ れ た 医 療 関 係 者 間 コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ア プ リ で あ る 1 ) ． J o i n を 通 じ て モ バ イ

ル デ バ イ ス を 用 い た チ ー ム 内 で の チ ャ ッ ト や 院 内 の P A C S

か ら 専 用 サ ー バ を 介 し て 匿 名 化 さ れ た D I C O M 画 像 の 参 照

が 可 能 と な り ， さ ら に J o i n を 導 入 し た 他 施 設 と の 情 報

の 共 有 も 行 え る ． 当 院 で は 2 0 1 8 年 4 月 に ， 脳 神 経 外 科

医 と 神 経 内 科 医 か ら な る 脳 疾 患 セ ン タ ー の メ ン バ ー 間 の

迅 速 な 情 報 共 有 と 治 療 の 開 始 ， s t r o k e  c a r e  u n i t の 当 直

医 の 条 件 緩 和 ， e m e r g e n c y  r o o m か ら 院 外 待 機 中 の 整 形 外

科 医 ･ 放 射 線 科 医 へ の 画 像 相 談 な ど を 目 的 と し て ， 県 内

の 他 施 設 に 先 駆 け て J o i n を 導 入 し た ． 今 回 我 々 は ， 導

入 後 1 年 間 の 脳 卒 中 診 療 に お け る J o i n の 院 内 で の 利 用

状 況 の 分 析 と 有 用 性 の 評 価 を 行 い ， さ ら に 最 近 で は 病 院

間 の 連 携 へ の 応 用 を 開 始 し た の で そ の 実 状 に つ い て も 述

べ ， 当 院 に お け る J o i n の 活 用 実 態 を 明 ら か に す る ．  

 

対 象 と 方 法  

当 院 へ 2 0 1 8 年 4 月 に 導 入 し た J o i n は ， 参 加 者 を 医 師

に 限 定 し た 運 用 と し ， J o i n の ラ イ セ ン ス を 持 つ 医 師 の 間

で 任 意 に グ ル ー プ を 作 成 し ， そ れ ぞ れ の グ ル ー プ 内 の 登

録 メ ン バ ー で チ ャ ッ ト を 行 っ て い る ． 脳 卒 中 診 療 に 関 し

て は ， 全 て の 脳 神 経 外 科 医 ･ 神 経 内 科 医 が 登 録 す る 「 脳

疾 患 セ ン タ ー 」 の グ ル ー プ を 作 成 し て お り ， ま た 少 人 数
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が 参 加 す る 小 グ ル ー プ も 適 宜 追 加 し て い る ． 整 形 外 科 と

放 射 線 科 で は ， 救 急 医 と の 間 で グ ル ー プ を 作 成 し ， 救 急

部 の タ ブ レ ッ ト か ら 夜 間 や 休 日 に は 院 内 に 不 在 で あ る 当

日 の 当 番 医 に 治 療 や 画 像 診 断 の 相 談 を 行 う 運 用 と し て い

る が ， こ れ に つ い て は 今 回 の 分 析 の 対 象 外 で あ る ．  

今 回 の 脳 疾 患 セ ン タ ー 内 の 利 用 状 況 に 関 す る 分 析 の 対

象 は ， J o i n 導 入 後 の 2 0 1 8 年 4 月 か ら 2 0 1 9 年 3 月 ま で の

1 年 間 ，  J o i n に 登 録 し た 「 脳 疾 患 セ ン タ ー 」 の グ ル ー

プ に お い て ， 日 中 ･ 夜 間 に 拘 わ ら ず ， 登 録 メ ン バ ー 全 員

に 周 知 が 必 要 と 判 断 し チ ャ ッ ト を 行 っ た 症 例 や 連 絡 で あ

る ． こ れ ら に つ い て ， １ ） 各 月 毎 の 利 用 件 数 の 増 減 ， 利

用 時 間 帯 と 相 談 内 容 の 内 訳 ， 1 件 あ た り の コ メ ン ト 数 や

発 言 人 数 ， 画 像 貼 付 の 有 無 に つ い て 分 析 し た ． ２ ） 特 に

再 開 通 療 法 の 可 能 性 の あ っ た 脳 梗 塞 症 例 に つ い て ， 実 際

に 施 行 し た 治 療 の 内 容 ， そ れ ら の 中 で 血 栓 回 収 施 行 例 の

来 院 か ら 大 腿 動 脈 穿 刺 ま で の 時 間 （ d o o r  t o  p u n c t u r e  

t i m e ,  D 2 P ） に つ い て J o i n 導 入 以 前 と 比 較 し 評 価 し た ．

３ ） さ ら に 最 近 で は ， J o i n を 用 い た 病 院 間 の 連 携 へ 向 け

て 取 り 組 ん だ の で ， そ の 内 容 に つ い て 報 告 す る ．  

統 計 学 的 検 討 に お け る 2 群 間 の 比 較 は ， 統 計 解 析 ソ フ

ト S t a t c e l  v e r .  3  ( O M S  P u b l i s h i n g  I n c . ,  S a i t a m a ,  

J a p a n ) を 用 い て M a n n - W h i t n e y ’ s  U  t e s t に よ り 行 っ

た ．  

 

結 果  

１ ）「 脳 疾 患 セ ン タ ー 」 グ ル ー プ 内 に お け る J o i n 利 用 の

状 況  

導 入 後 1 年 間 の J o i n 利 用 件 数 は 計 3 3 7 件 で ,  月 あ た り

の 利 用 件 数 は 1 6 — 3 5 件 （ 中 央 値 2 7 . 5 件 ） で あ っ た ． 同

時 期 の 当 院 脳 疾 患 セ ン タ ー へ の 入 院 患 者 数 は 1 年 間 で
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1 2 8 9 人 ， 月 あ た り 7 7 - 1 2 3 人 （ 中 央 値 1 1 0 人 ） で ， 各 月

の 入 院 患 者 数 に 対 す る J o i n 利 用 件 数 の 割 合 は 1 4 - 4 5 %

（ 中 央 値 2 5 % ） の 間 で 推 移 し た （ F i g . 1 ）． 導 入 直 後 だ け

で な く 年 度 後 半 に も 多 く の 例 で 利 用 し て お り ， 特 に 第 4

四 半 期 で は 利 用 率 は 上 昇 し て い た ． J o i n の 利 用 時 間 帯

は ， 土 日 祝 日 が 3 5 % ， 平 日 夜 間 が 1 8 ％ と 勤 務 時 間 外 が 過

半 数 で あ っ た が ， 平 日 の 勤 務 時 間 内 の 利 用 も 4 7 % と 半 数

近 く に 上 っ た （ F i g .  2 ）． 連 絡 内 容 の 内 訳 は ， 再 開 通 療

法 の 可 能 性 の あ る 超 急 性 期 脳 梗 塞 が 7 6 件 （ 2 3 % ）， 頭 部

外 傷 4 6 件 （ 1 4 % ）， 脳 出 血 4 1 件 （ 1 2 % ）， ラ ク ナ 梗 塞 や 時

間 の 経 っ た 脳 梗 塞 3 3 件 （ 1 0 % ）， く も 膜 下 出 血 2 8 件

（ 8 % ）， 脱 髄 性 疾 患 ･ 炎 症 9 件 （ 3 % ）， 脳 腫 瘍 5 件

（ 1 ％ ）， て ん か ん 4 件 （ 1 ％ ） で あ り ， ま た カ ン フ ァ レ

ン ス や 手 術 の 開 始 時 刻 変 更 な ど の 業 務 連 絡 も 7 6 件 あ っ

た （ F i g .  3 ）． 業 務 連 絡 を 除 い た 疾 患 例 で の 利 用 2 6 1 件

に お い て ， 1 件 あ た り の 発 言 人 数 は 1 − 5 人 （ 中 央 値 2 ，

i n t e r q u a r t i l e  r a n g e  ( I Q R )  2 - 4 ）， コ メ ン ト 数 は 1 − 1 9

個 （ 中 央 値 3 ， I Q R  2 - 4 ） で ， D I C O M 画 像 を 添 付 し た 利 用

は 1 3 2 件 （ 5 1 % ） あ っ た ．  

 

２ ） 血 栓 回 収 術 施 行 例 の D 2 P へ の J o i n 利 用 の 影 響  

再 開 通 療 法 の 可 能 性 の あ っ た 急 性 期 脳 梗 塞 7 6 件 中 ， 実

際 に 緊 急 頚 動 脈 ス テ ン ト 留 置 や 血 栓 回 収 術 な ど の 血 管 内

再 開 通 治 療 に 至 っ た 症 例 は 3 6 例 あ り ， こ れ は 同 期 間 内

の 血 管 内 再 開 通 治 療 施 行 例 総 数 の 8 9 ％ に 相 当 し た ． ま た

他 に 単 独 r t - P A 静 注 療 法 と な っ た も の が 7 例 ， D S A の み

施 行 し た も の が 7 例 あ っ た ． こ れ ら 7 6 件 の う ち ， 4 2 % で

は 患 者 来 院 前 に J o i n を 通 じ て メ ン バ ー 内 で 情 報 が 周 知

さ れ て お り ， J o i n を 利 用 し 血 栓 回 収 を 施 行 し た 3 2 例 の

う ち ， D 2 P が 明 ら か な 3 1 例 に つ い て み る と ， D 2 P の 中 央
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値 は ， 直 接 来 院 例 の 来 院 前 周 知 あ り 群 （ n = 4 ） / な し 群

（ n = 1 2 ） で D 2 P は そ れ ぞ れ 7 7 . 5 分 （ I Q R  4 5 . 5 - 7 9 . 5 ）

/ 8 7 分 （ I Q R  7 0 . 8 - 1 0 1 . 5 ）， 一 方 他 院 か ら の 転 送 例 の 来 院

前 周 知 あ り 群 （ n = 1 3 ） / な し 群 （ n = 2 ） で 1 9 分 （ I Q R  1 7 -

2 9 . 5 ） / 7 1 分 （ I Q R  6 5 - 7 7 ） と ， 来 院 前 周 知 の あ る 転 送 例

は ， 直 接 来 院 例 全 体 に 比 べ ， D 2 P が 有 意 に 短 か っ た

( p < 0 . 0 0 0 1 ) （ F i g .  4 ）． 直 接 来 院 例 、 転 送 例 そ れ ぞ れ の

中 で 、 来 院 前 周 知 あ り 群 と な し 群 と の D 2 P を 比 較 し た と

こ ろ 、 直 接 来 院 例 で は 有 意 差 は な く （ p  =  0 . 3 6 ）、 転 送

例 で は 周 知 あ り 群 が 有 意 に 短 か っ た （ p  =  0 . 0 2 6 ）． た だ

し J o i n 導 入 前 1 年 間 の 転 送 群 2 0 例 の D 2 P の 中 央 値 も

2 2 . 5 分 と 短 く ， J o i n 導 入 後 の 来 院 前 周 知 の あ る 転 送 例

と の 差 は 有 意 で は な か っ た （ p = 0 . 7 8 ）．  

 

３ ） 病 病 連 携 へ の 応 用 の 現 状  

病 病 連 携 へ の 応 用 に 関 し て は ， 当 院 と 県 内 3 病 院 と の

間 で ， 当 院 を ハ ブ 施 設 と す る J o i n を 用 い た 脳 疾 患 患 者

対 応 の 連 携 協 定 を 締 結 し た ． 連 携 先 施 設 は ， い ず れ も 脳

神 経 外 科 医 ･ 神 経 内 科 医 の 常 勤 医 が 不 在 あ る い は 休 日 夜

間 の 対 応 が 困 難 で あ る が ， M R I が 2 4 時 間 / 7 日 撮 影 可 能

な 病 院 で あ っ た ． こ れ ら の 施 設 で は ， J o i n の 利 用 に あ た

っ て 高 額 な 専 用 サ ー バ の 導 入 は 控 え ， ラ イ セ ン ス 契 約 の

み と す る こ と で 導 入 の ハ ー ド ル を 下 げ た ． こ の た め 当 院

に 直 接 D I C O M 画 像 を 送 る こ と は で き な い が ， 個 人 情 報 を

削 除 し た 画 像 の ス ク ロ ー ル 画 面 を 動 画 で 撮 影 し ， こ れ を

送 信 す る こ と で ， 送 信 先 の 当 院 に お い て 診 断 に は 十 分 な

情 報 が 得 ら れ ， 患 者 転 送 の 要 否 の 判 断 に 有 用 で あ っ た ．

３ 病 院 と の 間 で 通 信 し た １ 年 間 の J o i n 利 用 件 数 に 関 し

て は ， １ 病 院 と は テ ス ト 通 信 が 終 了 し た 段 階 に 止 ま っ て

い る が ， 他 の ２ 病 院 の 相 談 件 数 は そ れ ぞ れ ５ 件 ， ４ 件 で
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あ り ， こ れ ら の う ち 当 院 に 転 入 と な っ た の は そ れ ぞ れ ４

件 ， １ 件 で ， い ず れ も 血 栓 回 収 の 対 象 例 で は な か っ た ．  

 

考 察  

ス マ ー ト フ ォ ン の 普 及 と I n f o r m a t i o n  a n d  

C o m m u n i c a t i o n  T e c h n o l o g y  ( I C T ) の 発 達 に 伴 い ， 医 療 分

野 で も 医 師 や 看 護 師 ， 患 者 ， 介 護 者 な ど が 使 用 す る モ バ

イ ル ア プ リ の 開 発 が 盛 ん で あ る 2 ) ． 使 用 目 的 は ， 急 性 期

患 者 の ト リ ア ー ジ や 搬 送 の 追 跡 ， 災 害 時 な ど の メ ッ セ ー

ジ 伝 達 ， 2 次 予 防 の た め の 患 者 教 育 ， ガ イ ド ラ イ ン や 文

献 検 索 な ど ア プ リ 毎 に 異 な る が ， 脳 卒 中 に 対 す る チ ー ム

医 療 の 現 場 で 活 用 で き る ア プ リ の 導 入 も 進 み つ つ あ る 1 ,  

3 ,  4 ) ．  J o i n は ， わ が 国 の ガ イ ド ラ イ ン に 対 応 し て 盗 聴

や 改 ざ ん に 対 す る セ キ ュ リ テ ィ 策 が と ら れ 薬 事 承 認 さ れ

た 医 療 関 係 者 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ア プ リ で あ り ， 現 在

日 本 国 内 で は 約 3 0 0 施 設 に 導 入 さ れ て お り ， 欧 米 に も 利

用 施 設 が 拡 が っ て い る ． J o i n の 機 能 と し て は ， 患 者 の 個

人 情 報 を 匿 名 化 し た 上 で の 医 療 者 間 の チ ャ ッ ト や 画 像 情

報 共 有 だ け で な く ， モ ニ タ ー 画 像 の ス ト リ ー ミ ン グ 配 信

や 患 者 搬 送 状 況 の ト ラ ッ キ ン グ も 可 能 で あ る が 1 ) ， 当 施

設 で は 専 ら 前 者 の 機 能 を 使 用 し て い た ． 当 施 設 へ の 導 入

後 1 年 間 の 利 用 実 績 を み る と ， 月 平 均 2 8 件 の 利 用 が あ

り ， 懸 念 さ れ た 利 用 率 の 経 時 的 減 少 を 認 め ず ， む し ろ 第

4 四 半 期 に は 全 入 院 患 者 に 対 す る 利 用 率 は 上 昇 し て お

り ， ま た 休 日 夜 間 だ け で な く 平 日 日 勤 中 に も 積 極 的 に 利

用 し て い る こ と が 示 さ れ た ． 利 用 症 例 の う ち ， 画 像 を 添

付 し た 件 数 が 過 半 数 に 及 ん で い る こ と か ら ， 実 際 に は 画

像 転 送 の 操 作 は 救 急 現 場 の 医 師 が 行 っ て い る が 、 そ の 手

間 は 大 き く 無 い も の と 理 解 さ れ た ． 画 像 を 添 付 し た 相 談

は ， 単 独 で 当 直 す る 若 手 医 師 に と っ て は 診 断 ･ 方 針 決 定
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の 確 実 性 を 担 保 し ， ま た 上 級 医 に と っ て も 画 像 確 認 の た

め だ け の 休 日 夜 間 の 来 院 を 除 く こ と で 疲 弊 の 軽 減 に 繋 が

っ た ． M u n i c h ら の J o i n 導 入 後 の ア ン ケ ー ト で も ， 医 療

者 の ア プ リ に 対 す る 印 象 は 概 ね 好 意 的 で あ り ， 8 7 . 5 % が

ア プ リ の 操 作 性 は よ い と 答 え ， 8 2 . 5 % が 引 き 続 き J o i n を

利 用 す る こ と を 薦 め た と し て い る 1 ) ．  

急 性 期 脳 梗 塞 患 者 の 転 帰 改 善 の た め に は ， 発 症 か ら 治

療 開 始 ま で の 時 間 の 短 縮 が 重 要 で あ る こ と は 論 を 俟 た

ず ， ア プ リ 導 入 の 時 間 短 縮 へ の 効 果 に 関 す る 報 告 も 散 見

さ れ る 5 ,  6 ) ．  A l o t a i b i ら が ， 脳 卒 中 チ ー ム 内 で の 迅 速

な チ ャ ッ ト を 促 す ス マ ホ ア プ リ S u n n y S t r o k e の 血 栓 回 収

術 に お け る 効 果 に つ い て 検 討 し た と こ ろ ， C T 撮 影 か ら 動

脈 穿 刺 ま で の 時 間 は 導 入 前 の 1 2 7 分 に 比 べ ， 導 入 後 は 6 9

分 と 有 意 に 短 縮 し た 7 ) ． ま た S h k i r k o v a ら が ， U C L A 脳 卒

中 チ ー ム 内 で の 8 4 例 の 脳 卒 中 患 者 に お け る S y n a p s e  E R m

の 利 用 実 態 に つ い て 分 析 し た と こ ろ ， 貼 り 付 け ら れ た 画

像 は 中 央 値 で 1 人 の 医 療 者 が 2 回 参 照 し ， ア プ リ 内 の ツ

イ ー ト は ， 症 例 毎 に 中 央 値 で 1 人 が み て お り ， ま た 血 栓

回 収 術 施 行 例 で は D 2 P の 中 央 値 は 9 4 . 5 分 と 対 照 群 の 1 3 3

分 よ り 短 縮 し て い た 8 ) ． 当 施 設 の 導 入 後 1 年 間 の 分 析 で

は ， J o i n を 通 じ て 比 較 的 多 く の 医 師 に よ り コ メ ン ト が 発

信 さ れ て い た こ と ， 超 急 性 期 脳 梗 塞 で は 多 く の 例 が 血 栓

回 収 術 や r t - P A 静 注 療 法 ， D S A 検 査 に 至 っ て い た こ と な

ど が 明 ら か と な っ た ． 血 栓 回 収 術 施 行 例 で は ， J o i n に よ

り 来 院 前 に 情 報 を 伝 え た 他 院 か ら の 転 送 例 で ， D 2 P の 中

央 値 が 1 9 分 と 直 接 来 院 例 に 比 べ 著 し く 短 く ， そ の 理 由

と し て は 来 院 前 の J o i n で の 周 知 に よ り 迅 速 な 検 査 や 治

療 の 準 備 が 整 え ら れ た こ と ， 前 医 で 行 っ た 検 査 を 当 院 で

繰 り 返 す 必 要 が な か っ た こ と な ど が 考 え ら れ た ． た だ し

J o i n 導 入 以 前 よ り ， 転 送 例 で は D 2 P が 短 い 傾 向 が あ っ た
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た め ， J o i n に よ る 時 間 短 縮 効 果 に つ い て は 今 後 も 症 例 の

蓄 積 に よ る 検 討 が 必 要 で あ ろ う ．  

当 院 は 人 口 9 2 万 人 の 県 南 東 部 2 次 医 療 圏 に 属 し て お

り ， 勤 務 す る 脳 血 管 内 治 療 専 門 医 は 4 名 と 大 学 病 院 以 外

で は 最 多 で あ る た め ， 同 じ 医 療 圏 内 に あ る 他 の 一 次 脳 卒

中 セ ン タ ー ６ 施 設 か ら の 紹 介 患 者 を 受 け 入 れ る こ と も 多

い ． 県 の 統 計 で は 2 0 1 7 - 2 0 1 8 年 度 の 2 年 間 に 当 医 療 圏 内

で 行 わ れ た 血 栓 回 収 術 1 3 5 例 の う ち 8 0 例 （ 5 9 % ） を 当 院

で 施 行 し て い る が ， 2 次 医 療 圏 全 体 の 人 口 当 た り の 施 行

数 は 全 国 的 に 見 て 少 な い ば か り か 9 ) ， 県 内 の 他 の 医 療 圏

に 比 べ て も 劣 っ て い る ． こ の た め 血 栓 回 収 術 施 行 例 を 増

や す こ と が 当 医 療 圏 の 喫 緊 の 課 題 で あ り ， そ の た め の 方

策 の 一 つ が 初 療 施 設 と の 連 携 の 強 化 で あ る 。 病 院 間 の 連

携 に 関 し て は ， h u b - a n d - s p o k e タ イ プ の t e l e s t r o k e  

n e t w o r k を 形 成 す る こ と に よ り ， 患 者 の 転 帰 が 改 善 す る

だ け で な く ， n e t w o r k 全 体 の 医 療 コ ス ト が 低 減 す る こ と

が 報 告 さ れ て お り 1 0 ) ，  n e t w o r k の 形 成 に モ バ イ ル ア プ

リ を 活 用 す る 報 告 も 散 見 さ れ る 1 1 ,  1 2 ) ．  K a g e j i ら は ，

S y n a p s e  E R m ア プ リ を 用 い て h u b と な る 脳 卒 中 セ ン タ ー

の 専 門 医 が 指 導 し ， 初 療 施 設 に お い て 総 合 内 科 医 が r t -

P A の 静 注 を 開 始 し ， そ の 後 脳 卒 中 セ ン タ ー に 転 送 す る

t e l e s t r o k e 体 制 の 構 築 に つ い て 報 告 し て い る 1 1 ) ．  こ の

よ う な d r i p  a n d  s h i p を 用 い た t e l e s t r o k e 体 制 で 急 性

期 脳 梗 塞 治 療 を 行 う 場 合 ， r t - P A 静 注 を 行 う 初 療 施 設 で

の 滞 在 時 間 （ d o o r - i n - t o - d o o r - o u t  t i m e ,  D I D O ） が 長 く

な り ， 結 果 的 に 発 症 か ら 再 開 通 ま で の 時 間 （ o n s e t - t o -

r e c a n a l i z a t i o n  t i m e ,  O 2 R ） を 延 長 さ せ る こ と が 指 摘 さ

れ て い る 1 2 ,  1 3 ,  1 4 ,  1 5 ) ． M c T a g g a r t ら は ， 初 療 施 設 へ の

教 育 や ク ラ ウ ド を 用 い た 画 像 共 有 に よ り D I D O の 短 縮 が

可 能 で あ っ た と し て い る が 1 4 ) ， F r o e h l e r ら は 9 8 4 例 の
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前 方 視 的 観 察 研 究 か ら ， 他 院 か ら の 転 送 群 で は 直 接 来 院

群 に 比 べ 有 意 に O 2 R が 延 長 し ， 転 帰 が 不 良 で あ っ た と 報

告 し て い る 1 3 ) 。 今 回 我 々 が 連 携 協 定 を 締 結 し た 初 療 施 設

は ， い ず れ も 市 内 あ る い は 市 境 近 傍 に 位 置 し て お り ，

J o i n を 通 じ て 迅 速 に 急 性 期 脳 梗 塞 と 診 断 し ， 2 0 − 3 0 分 以

内 に 当 院 へ の 患 者 転 送 を 完 了 す る こ と が 可 能 で あ り ， 速

や か に 当 院 で 再 開 通 療 法 を 開 始 す る こ と が D I D O 、 O 2 R の

短 縮 と 治 療 成 績 の 向 上 に つ な が る も の と 考 え て い る 1 3 ) ．

仮 に 初 療 施 設 で M R I 検 査 に 時 間 を 費 や す 見 込 み と な れ

ば ， C T と 主 幹 動 脈 閉 塞 診 断 ス ケ ー ル の み で 評 価 し 1 6 ,  

1 7 ) ， J o i n の チ ャ ッ ト を 利 用 し て 我 々 と 情 報 を 共 有 し ， 患

者 を 直 ち に 当 院 に 転 送 す る こ と で 結 果 的 に は D I D O 、 O 2 R

を 短 縮 す る こ と も 可 能 で あ ろ う ． よ り 多 く の 患 者 を 救 う

た め に ， 将 来 的 に は 医 療 圏 内 に 2 個 所 程 度 の 血 栓 回 収 脳

卒 中 セ ン タ ー を 設 け て ス タ ッ フ と 患 者 を 集 約 さ せ た り ，

同 一 施 設 内 で も 複 数 の 血 栓 回 収 チ ー ム で シ フ ト を 組 ん だ

り す る こ と が 望 ま し い と 考 え て い る が ， 当 面 は 連 携 先 施

設 の J o i n 導 入 に か か る コ ス ト を 抑 え つ つ 当 院 と の 提 携

の 輪 を 拡 げ ， 再 開 通 療 法 の 恩 恵 を 受 け る 患 者 を 増 や し た

い ．  

 

結 語  

当 院 で は ， 導 入 し た 医 療 関 係 者 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

ア プ リ J o i n を 脳 卒 中 診 療 ， 特 に 急 性 期 脳 梗 塞 の 治 療 現

場 で 積 極 的 に 活 用 し て い る ． 今 後 は 脳 卒 中 専 門 医 が 不 在

で あ る 他 施 設 と の 連 携 に J o i n を 応 用 し ， 脳 卒 中 セ ン タ

ー と し て の 役 割 を 果 た し た い ．  

 

利 益 相 反 開 示  

筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 利 益 相 反 は な い ．  
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e n d o v a s c u l a r  s a l v a g e  f o r  c e r e b r a l  u l t r a - a c u t e  

e m b o l i s m  j a p a n  r e g i s t r y  2 .  J  A m  H e a r t  A s s o c   

2 0 1 8 ;  7  

1 0 .  S w i t z e r  J A ,  D e m a e r s c h a l k  B M ,  X i e  J ,  e t  a l .  

C o s t - e f f e c t i v e n e s s  o f  h u b - a n d - s p o k e  t e l e s t r o k e  

n e t w o r k s  f o r  t h e  m a n a g e m e n t  o f  a c u t e  i s c h e m i c  

s t r o k e  f r o m  t h e  h o s p i t a l s '  p e r s p e c t i v e s .  C i r c  

C a r d i o v a s c  Q u a l  O u t c o m e s   2 0 1 3 ;  6 : 1 8 - 2 6  

1 1 .  K a g e j i  T ,  O b a t a  F ,  O k a  H ,  e t  a l .  D r i p - a n d - s h i p  

t h r o m b o l y t i c  t h e r a p y  s u p p o r t e d  b y  t h e  

t e l e s t r o k e  s y s t e m  f o r  a c u t e  i s c h e m i c  s t r o k e  

p a t i e n t s  l i v i n g  i n  m e d i c a l l y  u n d e r - s e r v e d  

a r e a s .  N e u r o l  M e d  C h i r  ( T o k y o )   2 0 1 6 ;  5 6 : 7 5 3 -

7 5 8  

1 2 .  I s h i h a r a  H ,  O k a  F ,  O k u  T ,  e t  a l .  S a f e t y  a n d  

t i m e  c o u r s e  o f  d r i p - a n d - s h i p  i n  t r e a t m e n t  o f  

a c u t e  i s c h e m i c  s t r o k e .  J  S t r o k e  C e r e b r o v a s c  

D i s   2 0 1 7 ;  2 6 : 2 4 7 7 - 2 4 8 1  

1 3 .  F r o e h l e r  M T ,  S a v e r  J L ,  Z a i d a t  O O ,  e t  a l .  
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I n t e r h o s p i t a l  t r a n s f e r  b e f o r e  t h r o m b e c t o m y  i s  

a s s o c i a t e d  w i t h  d e l a y e d  t r e a t m e n t  a n d  w o r s e  

o u t c o m e  i n  t h e  s t r a t i s  r e g i s t r y  ( s y s t e m a t i c  

e v a l u a t i o n  o f  p a t i e n t s  t r e a t e d  w i t h  

n e u r o t h r o m b e c t o m y  d e v i c e s  f o r  a c u t e  i s c h e m i c  

s t r o k e ) .  C i r c u l a t i o n   2 0 1 7 ;  1 3 6 : 2 3 1 1 - 2 3 2 1  

1 4 .  M c T a g g a r t  R A ,  Y a g h i  S ,  C u t t i n g  S M ,  e t  a l .  

A s s o c i a t i o n  o f  a  p r i m a r y  s t r o k e  c e n t e r  

p r o t o c o l  f o r  s u s p e c t e d  s t r o k e  b y  l a r g e - v e s s e l  

o c c l u s i o n  w i t h  e f f i c i e n c y  o f  c a r e  a n d  p a t i e n t  

o u t c o m e s .  J A M A  N e u r o l   2 0 1 7 ;  7 4 : 7 9 3 - 8 0 0  

1 5 .  N g  F C ,  L o w  E ,  A n d r e w  E ,  e t  a l .  D e c o n s t r u c t i o n  

o f  i n t e r h o s p i t a l  t r a n s f e r  w o r k f l o w  i n  l a r g e  

v e s s e l  o c c l u s i o n :  R e a l - w o r l d  d a t a  i n  t h e  

t h r o m b e c t o m y  e r a .  S t r o k e   2 0 1 7 ;  4 8 : 1 9 7 6 - 1 9 7 9  

1 6 .  S u z u k i  K ,  N a k a j i m a  N ,  K u n i m o t o  K ,  e t  a l .  

E m e r g e n t  l a r g e  v e s s e l  o c c l u s i o n  s c r e e n  i s  a n  

i d e a l  p r e h o s p i t a l  s c a l e  t o  a v o i d  m i s s i n g  

e n d o v a s c u l a r  t h e r a p y  i n  a c u t e  s t r o k e .  S t r o k e   

2 0 1 8 ;  4 9 : 2 0 9 6 - 2 1 0 1  

1 7 .  U c h i d a  K ,  Y o s h i m u r a  S ,  H i y a m a  N ,  e t  a l .  

C l i n i c a l  p r e d i c t i o n  r u l e s  t o  c l a s s i f y  t y p e s  o f  

s t r o k e  a t  p r e h o s p i t a l  s t a g e .  S t r o k e   2 0 1 8 ;  

4 9 : 1 8 2 0 - 1 8 2 7  

 

図 表 の 説 明  

F i g .  1 .  A  g r a p h  d e m o n s t r a t i n g  t h e  p e r c e n t a g e s  o f  

t h e  n u m b e r  o f  t h e  e v e n t s  t a l k e d  i n  J o i n  i n  t h e  

n u m b e r  o f  t h e  p a t i e n t s  a d m i t t e d  i n  o u r  d e p a r t m e n t  

p e r  m o n t h  a f t e r  t h e  i n t r o d u c t i o n  o f  t h e  J o i n  
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a p p l i c a t i o n ,  r i s i n g  i n  t h e  f o u r t h  q u a r t e r .   

 

F i g .  2 .  A  p i e  c h a r t  s h o w i n g  t h e  n u m b e r  o f  t h e  

e v e n t s  t a l k e d  i n  J o i n  a n d  t h e  p e r c e n t a g e  i n  t h e  

t o t a l  n u m b e r  i n  e a c h  t i m e  s e g m e n t .  T h e  m e s s a g e s  

w e r e  s e n t  d u r i n g  w e e k d a y s / d a y t i m e ,  w e e k d a y s / n i g h t ,  

a n d  w e e k e n d / h o l i d a y  i n  4 7 % ,  1 8 % ,  a n d  3 5 % ,  

r e s p e c t i v e l y .  

 

F i g .  3 .  A  p i e  c h a r t  s h o w i n g  t h e  n u m b e r  a n d  t h e  

p e r c e n t a g e  i n  t h e  t o t a l  n u m b e r  o f  e a c h  c o n t e n t  o f  

t h e  e v e n t s  i n c l u d i n g  p o t e n t i a l  r e p e r f u s i o n  t h e r a p y  

i n  7 6  ( 2 3 % ) ,  h e a d  t r a u m a  i n  4 6  ( 1 4 % ) ,  b r a i n  

h e m o r r h a g e  i n  4 1  ( 1 2 % ) ,  o t h e r  b r a i n  i n f a r c t i o n  i n  

3 3  ( 1 0 % ) ,  s u b a r a c h n o i d  h e m o r r h a g e  i n  2 8  ( 8 % ) ,  

d e m y e l i n a t i o n / i n f l a m m a t i o n  i n  9 件  ( 3 % ) ,  b r a i n  

t u m o r  i n  5  ( 1 ％ ) ,  e p i l e p s y  i n  4  ( 1 ％ ) ,  a n d  

b u s i n e s s  c o n t a c t  i n  7 6 ( 2 3 % ) .   

 

F i g .  4 .  A  g r a p h  w i t h  t h e  b a r s  s h o w i n g  t h e  m e d i a n  

o f  t h e  i n t e r v a l  b e t w e e n  t h e  a r r i v a l  a t  o u r  

h o s p i t a l  a n d  t h e  p u n c t u r e  f o r  m e c h a n i c a l  

t h r o m b e c t o m y  o f  t h e  p a t i e n t s  t r a n s p o r t e d  d i r e c t l y  

o r  t r a n s f e r r e d  f r o m  p r i m a r y  h o s p i t a l s  w i t h  o r  

w i t h o u t  c o n t a c t s  w i t h  t h e  u s e  o f  J o i n  b e f o r e  t h e  

a r r i v a l  t o  o u r  h o s p i t a l .  T h e  t i m e  w a s  

s i g n i f i c a n t l y  s h o r t e r  i n  t h e  p a t i e n t s  t r a n s f e r r e d  

f r o m  t h e  p r i m a r y  h o s p i t a l s  w i t h  c o n t a c t s  b e f o r e  

a r r i v a l  t h a n  t h o s e  w i t h o u t  i t  ( p < 0 . 0 0 0 1 ) .  
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